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主な内容　p2市長就任のごあいさつ、p3市長への手紙、p4ふれあ
い座談会、p5稲敷市ふな釣り大会・江戸崎かぼちゃフェア、p8夏休
み児童クラブ、p9児童手当制度、p12稲敷市介護予防事業

表紙　4月18日、田口市長2期目
の初登庁。沢山の方に出迎えられ
ました。（関連記事p2）



「市長への手紙」まちづくりにあなたの声を
市民の皆様のご意見・ご提案をお願いします

「
市
長
へ
の
手
紙
（
住
民
提
案

カ
ー
ド
）」は
、
皆
様
の
声
を
反

映
さ
せ
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
に
し
た
、
手
紙
に

よ
る
提
案
制
度
で
す
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
広
報

紙
に
折
り
込
む
と
と
も
に
、
市

役
所
各
庁
舎
を
は
じ
め
公
民
館

な
ど
市
の
施
設
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。稲
敷
市
の
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
日
頃
市
民

の
皆
様
が
考
え
て
い
る
こ
と
、

望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
今
年

も
た
く
さ
ん
の
手
紙
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
手
紙

は
、
す
べ
て
市
長
が
読
み
、
関

係
各
課
に
回
付
し
、
市
政
運
営

の
た
め
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
提

案
者
に
は
で
き
る
限
り
文
書
な

ど
で
回
答
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

回
答
に
つ
い
て

⃝

回
答
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
須
項
目（
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
等
）
を
必
ず
ご
記
入
く
だ

さ
い
。記
入
が
不
完
全
な
場
合

や
匿
名
の
場
合
に
は
「
参
考
意

見
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
回

答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

行財政
　人口問題への対応　	 1件
　健全な自治体経営の推進	 2件
　公共施設の管理と適正配置	 7件
　広域行政	 1件
　広報・広聴	 2件

住民参画
　市民活動の推進	 2件

教育・文化
　歴史・文化	 1件

保健・福祉
　子育て支援の充実	 2件
　健康づくりの推進	 1件
　国民健康保険・国民年金	 1件

平成24年度「市長への手紙」内容別集計

産業
　商業の振興	 2件
　観光の振興	 2件

都市基盤・生活環境
　住宅・住環境	 2件
　道路	 5件
　公共交通	 8件
　公園・緑地	 2件
　防災	 3件
　交通安全	 2件

環境保全・自然環境
　自然環境・霞ヶ浦
　　　　　の保全と活用	 1件
　公害対策・環境美化の推進	 2件

⑷
同
一
主
旨
や
類
似
の
内
容
に

関
す
る
繰
り
返
し
の
も
の

⑸
そ
の
他
、本
来
市
が
回
答
す
べ

き
内
容
で
な
い
も
の
、市
が
回
答

で
き
な
い
と
判
断
し
た
も
の

　
昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
43
通
49
件
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
一
つ
の
手
紙
に
複
数
の
提
案
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
紙
の

数
と
提
案
数
は
一
致
し
ま
せ
ん
）

　

ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸
崎

庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
０
）

⃝

次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

⑴
特
定
の
個
人
や
団
体
の
誹

謗
・
中
傷
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
関
わ
る
も
の

⑵
特
定
の
個
人
や
団
体
の
営
利

を
目
的
と
し
た
も
の

⑶
思
想
や
宗
教
に
関
わ
る
も
の
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去
る
４
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
稲
敷
市

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
ご
信
任
を
賜
り
、
引
き
続
き
市
政

運
営
の
舵
取
り
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。皆
様
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
市
民
の
皆
様
の

負
託
に
応
え
る
べ
く
、
さ
ら
な
る
稲
敷
市

の
発
展
の
た
め
、
全
力
を
あ
げ
て
、
職
務

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

誕
生
し
て
８
年
を
過
ぎ
た
稲
敷
市
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
市
の
発
展
を

考
え
ま
す
と
、
大
き
な
課
題
が
２
つ
ご
ざ

い
ま
す
。

　

１
つ
は
、「
人
口
減
少
へ
の
対
応
」、
も

う
１
つ
は
、「
地
域
経
済
の
活
性
化
」で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
、

稲
敷
市
の
発
展
と
市
民
生
活
の
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
私
は
２
期
目
の
基
本
政
策

を
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
ふ
る
さ
と
稲

敷
づ
く
り
」、「
圏
央
道
の
活
用
に
よ
る
地

域
活
性
化
」、「
新
た
な
視
点
で
の
市
役
所

改
革
」と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、子

育
て
が
し
や
す
く
子
ど
も
の
元
気
な
声
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
住
環
境
の
整
備

や
子
育
て
支
援
、
さ
ら
に
は
教
育
の
充
実

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
現
在
整
備
が
進
ん
で
お
り
ま
す

「
圏
央
道
」に
よ
っ
て
、
全
国
各
地
と
の
結

び
つ
き
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
、
さ
ら
に
は
、
人
材
、
特
産
物
、

自
然
環
境
、歴
史
・
文
化
な
ど
、稲
敷
の
持

つ
潜
在
力
を
発
揮
し
て
、
企
業
誘
致
や
ブ

ラ
ン
ド
の
開
発
、農
業
の
振
興
に
努
め
、地

域
の
経
済
を
元
気
に
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
常
に
将
来
の
財
政
状
況
を
展

望
し
な
が
ら
、
堅
実
で
健
全
な
財
政
運
営

を
心
が
け
、
か
つ
世
の
中
の
変
化
に
迅
速

に
対
応
し
て
効
果
的
な
政
策
を
ど
ん
ど
ん

打
ち
出
し
て
い
け
る
よ
う
、
市
役
所
の
組

織
改
革
と
職
員
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

稲
敷
市
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。こ
れ
を
好
機
と
し
て
、
市
が
ま

す
ま
す
発
展
し「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

が
進
ん
で
い
き
ま
す
よ
う
、
精
一
杯
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。市

民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
と
、
絶
大
な

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安心して暮らせる、
　　ふるさと稲敷づくり

市長就任のごあいさつ

田口市長2期目の初登庁
４月14日の市長選挙で再選した田口久克市
長が、4月18日に初登庁しました。午前9時
30分、市民の皆さんや職員に拍手で迎えられ
ながら、玄関で職員から花束を贈呈され市長
室へ。その後、庁舎会議室で市幹部職員を前
に訓示を行い、市長室において記者会見をし、
田口市政2期目のスタートを切りました。



市長と直接話そう！ 〜 ふれあい座談会 〜
稲敷ふれあい座談会を受付中

市民の皆さんのご意見や提言などを、市長と膝を交
えて意見を交換する場です。
　より一層開かれた市政にしていくために、皆さん
のお考えをお聞かせください。
　お気軽にご応募ください。

こ
の
座
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
や
提
言
な
ど
を
幅

広
く
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
よ
り
一
層
開
か
れ
た
市

政
の
実
現
と
市
民
参
画
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
も
の
で
す
。

▼
座
談
会
で
の
話
題

座
談
会
の
内
容
は
、
ま
ち
づ
く

り
、教
育
、福
祉
、環
境
な
ど
の

行
政
運
営
全
般
で
す
。よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
建

設
的
な
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
こ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
座
談

会
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
長
が
市
政
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
場
で
即
答
で
き

な
か
っ
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
後
日
代
表
の
方
に
書
面
に

て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
の
で
き
る
団
体

応
募
で
き
る
の
は
、
市
民
団
体

な
ど
で
す
。次
の
内
容
に
該
当

す
る
団
体
と
し
ま
す
。

①	

団
体
の
人
数
は
、気
兼
ね
な

く
話
し
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
、

お
お
む
ね
10
名
以
上
30
名
以
内

と
し
ま
す
。

②	

主
に
市
内
に
在
住
し
て
い

る
か
、市
内
に
通
勤（
通
学
）し

て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る

団
体
と
し
ま
す
。

③	

市
に
事
務
局
が
あ
る
団
体

か
、
公
共
的
団
体
、
ま
た
は
行

政
区
長
が
認
め
た
任
意
の
団
体

（
グ
ル
ー
プ
）
に
属
し
て
い
る

団
体
と
し
ま
す
。

例
：
文
化
協
会
や
体
育
協
会
な

ど
に
登
録
し
て
あ
る
団
体
、
商

工
会
や
農
協
な
ど

④	

営
利
を
目
的
と
し
た
り
、政

治
、
宗
教
的
活
動
を
目
的
と
し

な
い
団
体
と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

座
談
会
に
申
し
込
み
を
希
望
す

る
団
体
は
、
希
望
日
の
１
か
月

前
ま
で
に
「
稲
敷
ふ
れ
あ
い
座

談
会
開
催
申
込
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
市
役
所
各
庁
舎
や

公
民
館
な
ど
市
の
施
設
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
市
長
の
部
屋
」
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
提
出
先
は
、
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
（
江
戸
崎
庁
舎
は
秘
書
広

聴
課
）に
な
り
ま
す
。

▼
開
催
可
否
に
つ
い
て

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
内
容
に

つ
い
て
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
申
し
込
み
を
受
け
た
日
か

ら
15
日
以
内
に
、「
稲
敷
ふ
れ

あ
い
座
談
会
開
催
可
否
通
知

書
」
で
可
否
を
通
知
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
開
催
方
法

開
催
を
決
定
し
た
座
談
会
の
開

催
日
時
や
会
場
は
、
市
長
の
日

程
を
調
整
し
た
後
、
申
請
し
て

い
た
だ
い
た
団
体
の
代
表
者
の

方
と
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
役
所
各
庁
舎
や
地
区
公
民
館

な
ど
の
公
共
施
設
、
公
益
的
施

設
、
地
域
の
集
会
施
設
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は

開
催
側
で
調
整
を
と
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
集
会
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
申
請
団
体
側
で
お

願
い
し
ま
す
。ま
た
、
飲
食
店

な
ど
で
の
開
催
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
座
談
会
の
開
催
時
間

は
、
お
お
む
ね
１
時
間
と
し
ま

す
。

▼
座
談
会
の
内
容
の
公
表

座
談
会
の
内
容
や
実
施
状
況
に

つ
い
て
は
、
広
報
紙
な
ど
で
掲

載
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
公
表
に
当
た
っ
て
の

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
き
ま
し

て
は
、
十
分
配
慮
し
て
い
き
ま

す
。

▼
問
合
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸
崎

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
０
）

平成24年度実施状況

　開催回数：16回
　内容：下水道、企業誘致、防犯防災、
　　　　通学路など

開　催　日 ：　6月9日（日）　午前5時から午後2時（午後2時検量締切）
　　　　　　　※ 雨天決行
参　加　料 ：　600円
申込み期間 ：　5月31日（金）から6月9日（日）　午前8時から午後5時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大会当日は午前4時から）
申込み場所 ：　市内釣り宿店＝小松屋旅館（西代）、新利根屋（上須田）、水神
　　　　　　　屋食堂（上須田）、中島屋（西代）、堀井つり舟店（西代）、松屋
　　　　　　　ボート（上須田）、レストランあづま（西代）
釣　り　場 ：　横利根川、新利根川を含む市内全水域
表彰式会場 ：　稲敷市役所 東庁舎　午後3時から
問 合 せ 先 ：　稲敷市ふな釣り大会実行委員会（稲敷市役所商工観光課内）
　　　　　　　☎029−892−2000（内線5600）

第44回 稲敷市ふな釣り大会開催

江
戸

崎 か ぼ ち
フ

ェ
ア

ゃ

I N　ポティロンの森

開　催　日 ：　6月16日（日）　午前10時から午後3時
場　　　所 ：　ポティロンの森　（上君山2060-1）
問 合 せ 先 ：　江戸崎かぼちゃフェア実行委員会（稲敷市役所商工観光課内）
　　　　　　　☎029−892−2000（内線5600）
　　　　　　　　　　　

江戸崎かぼちゃフェアが6月16日（日）から6月30日（日）まで開催されます。
オープニングイベントとして6月16日にポティロンの森で開催される「江戸崎
かぼちゃフェアin ポティロンの森」では、江戸崎かぼちゃを使ったお菓子・料
理の販売をはじめ、ビンゴ大会、郷土芸能披露などイベント盛りだくさんです。 
当日は入園無料となります。
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トピックストピックス

市・県道路区域宅　地 民 地

道路への樹木のはみ出しはきけんです！

佐原テレビ中継局のチャンネルが変わります

あなたの所有地はだいじょうぶですか？

チャンネルの再設定作業は不要です

樹
木
な
ど
が
繁
茂
す
る
季
節
と

な
り
、
道
路
敷
地
内
へ
の
枝
の

張
り
出
し
や
、
倒
木
に
よ
り
通

行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
の

苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
「
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
…
」「
う

ち
だ
け
な
ら
…
」「
こ
の
道
は

広
い
し
…
」
と
思
わ
れ
て
い
て

も
、
誰
か
の
迷
惑
や
危
険
を
招

い
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
の
通
学
路
に
な

っ
て
い
る
道
も
あ
り
ま
す
。

　
張
り
出
し
た
枝
な
ど
に
よ
り

事
故
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
土

地
所
有
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。道
路
に
面

し
た
所
有
地
（
山
林
や
庭
木
）

は
、
い
つ
も
き
れ
い
に
剪
定
し
、

道
路
に
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。鉢
植
え
な
ど
は
、

側
溝
の
上
に
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■	

問
合
せ
先

・
市
道
に
つ
い
て
＝
稲
敷
市
建

設
課
維
持
係
（
東
庁
舎
）　

☎

０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
９
５

・
県
道
に
つ
い
て
＝
茨
城
県
竜

ケ
崎
工
事
事
務
所　
道
路
管
理

課　
☎
０
２
９
７
︲
６
５
︲
１

２
９
７

▷	

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
は
、車
や
歩
行
者
の
通
行

や
視
界
の
妨
げ
に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。せ
っ
か
く

の
き
れ
い
な
花
も
人
の
迷
惑
に
な
っ
て
は
台
無
し
で
す
。

現在、佐原テレビ中継局のチャンネル変更を行っています。
▶チャンネルの再設定作業は不要
　デジタルテレビの多くは、中継局のチャンネルが変更さ
れた場合、自動的に「チャンネルの再設定」を行う機能が付
いています。
▶変更されるチャンネル
　●リモコン番号2　NHK教育	 26→39	チャンネル
　●リモコン番号4　日本テレビ	 25→33	チャンネル
　●リモコン番号5　テレビ朝日	 24→43	チャンネル
　●リモコン番号6　TBSテレビ	 22→36	チャンネル
　●リモコン番号7　テレビ東京	 23→45	チャンネル
　●リモコン番号8　フジテレビ	 21→42	チャンネル
※リモコン番号1NHK総合、リモコン番号3千葉テレビ
は変わりません。

▶もし、自動設定が行われず、NHK 総合と千葉
テレビ以外の放送局が映らなくなったら
　テレビの取扱説明書に従って「チャンネルの再設定」を
行ってください。
▶調査員が無料で再設定をお手伝い
　ご希望により、調査員が訪問してチャンネルの再設定の
お手伝いを無料で行います。
　金銭の授受は一切ありませんので、詐欺行為には十分ご
注意ください。
■	問合せ先
佐原テレビ中継局チャンネル変更コールセンター
☎0570-01-5150（平日＝午前9時〜午後8時、土日祝＝午
前9時〜午後6時）※IP 電話など上記番号につながらない
場合は、☎044-330-1108
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一
部
損
壊
住
宅
の
修
繕
費
の
助
成

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、

一
部
損
壊
程
度
の
被
害
（
全
壊
、

大
規
模
半
壊
お
よ
び
半
壊
を
除

く
）
を
受
け
た
住
宅
の
修
繕
を

行
っ
た
場
合
、
そ
の
修
繕
に
係

る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

※
こ
の
事
業
で
、
一
度
助
成
を

受
け
た
世
帯
の
方
は
除
き
ま
す
。

●	

対　
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。

た
だ
し
、借
家
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

	

・
稲
敷
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方

	

・
実
際
に
居
住
し
て
い
る
市
内

の
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
非
住
家

は
該
当
し
な
い
）

	

・
一
部
損
壊
の
り
災
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

	

・
修
繕
費
用
が
50
万
円
以
上

（
消
費
税
含
む
）の
場
合

	

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

（
世
帯
全
員
）

●	

対
象
工
事

被
災
し
た
住
宅
の
屋
根
、
瓦
、

外
壁
、基
礎
な
ど
の
修
繕
工
事

（
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
の

修
繕
）

※
門
や
塀
、
外
溝
工
事
、
備
品

の
購
入
ま
た
は
交
換
、
自
分
で

修
繕
し
た
場
合
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

●	

助
成
額

対
象
工
事
費
の
10
％
（
千
円
未

満
切
捨
て
、限
度
額
10
万
円
）

●	

申　
請

申
請
方
法

修
繕
工
事
が
完
了
し
て
か
ら
の

申
請
に
な
り
ま
す
。工
事
完
了

後
、
必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
東
庁
舎

は
都
市
計
画
課
）
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
振
込
口
座
な
ど
の
記
入
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

必
要
書
類

	

・
領
収
書

	

・
見
積
書
ま
た
は
工
事
内
訳
書

（
工
事
の
内
容
が
分
か
る
も
の
）

	

・
工
事
前
後
の
修
繕
部
分
の
写

真

	

・
一
部
損
壊
の
り
災
証
明
書

被
災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補
給
事
業

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
住
宅
に
つ
い
て
、
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て
補
修

な
ど
を
行
っ
た
方
に
対
し
、
借

入
金
の
利
子
の
一
部
を
補
給
し

ま
す
。

●	

対　
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。	

・
自
己（
ま
た
は
親
族
）が
所
有

す
る
住
宅
が
大
規
模
半
壊
、
半

壊
、
一
部
損
壊
の
い
ず
れ
か
の

り
災
証
明
を
受
け
て
い
る
方

（
別
荘
、
店
舗
、
倉
庫
、
塀
な
ど

は
対
象
外
）

　
た
だ
し
、
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
の
上
限
額
（
建
替
３
０

０
万
円
）
を
受
給
し
た
場
合
は

除
き
ま
す
。

	

・
震
災
発
生
時
に
自
己
（
ま
た

は
親
族
）
が
被
災
住
宅
に
居
住

し
て
い
た
方

	

・
被
災
住
宅
の
補
修
、
被
災
住

宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
、
購

入
、
ま
た
は
宅
地
復
旧
工
事
の

い
ず
れ
か
を
市
内
で
行
っ
た
方
、

ま
た
は
行
う
方

	

・
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
、

住
宅
復
興
資
金
を
銀
行
な
ど
の

金
融
機
関
で
借
り
入
れ
た
方

	

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●	

利
子
補
給
金
額
・
交
付

期
間

	

・
借
入
金
残
高
（
上
限
６
４
０

万
円
）
の
１
％
に
あ
た
る
金
額

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
年

１
回
交
付
し
ま
す
。

	

・
宅
地
復
旧
工
事
を
伴
う
場
合

は
、
１
０
３
０
万
円
を
上
限
と

し
、
宅
地
復
旧
工
事
の
み
の
場

合
は
、
３
９
０
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

	

・
印
鑑申

請
期
限

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

■	

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
０・５
７
０
２
）

	
・
利
子
補
給
金
の
交
付
期
間
は
、

最
長
５
年
間
と
な
り
ま
す
。

●	

申　
請

申
請
方
法

必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、
各

庁
舎
総
合
窓
口
課
（
東
庁
舎
は

都
市
計
画
課
）
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

必
要
書
類

	

・
り
災
証
明
書
の
写
し

	

・
金
銭
消
費
貸
借
契
約
書
の
写

し

	

・
償
還
表
（
返
済
予
定
表
）
の

写
し

	

・
工
事
請
負
契
約
書
、
ま
た
は

売
買
契
約
書
の
写
し
（
該
当
す

る
場
合
）

	

・
住
民
票
謄
本　
※
申
請
者
と

住
宅
の
所
有
者
が
異
な
る
場
合

は
、
親
族
関
係
の
わ
か
る
書
類

（
戸
籍
謄
本
な
ど
）
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

■	

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
５
７
０
０
・
５
７
０

２
）
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「
児
童
手
当
」制
度
に
つ
い
て

　
　

各
種
手
続
の
ご
案
内

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
家
庭
等
に
お
け

る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●	

支
給
対
象

中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
）
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方

※
お
子
さ
ん
が
国
内
居
住
し
て

い
る
こ
と
。（
留
学
の
場
合
を

除
く
）

※
お
子
さ
ん
が
児
童
福
祉
施
設

な
ど
に
入
所
の
場
合
は
、
手
当

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●	

支
給
手
続

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
新
利
根

庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）
で
認
定

請
求
書
を
提
出

	

添
付
書
類

・
請
求
者
の
保
険
証

・
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳
の

写
し

・児
童
手
当
用
所
得
証
明
書（
平

成
25
年
1
月
1
日
に
稲
敷
市
に

住
所
が
な
か
っ
た
場
合
）

・
児
童
と
別
居
の
場
合
は
児
童

の
世
帯
全
員
の
住
民
票

※
公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、

勤
務
先
で
の
手
続
き
に
な
り
ま

す
。

●	

支
払
期
日

毎
年
2
月
・
6
月
・
10
月
の
10

日
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●	

現
況
届

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
6
月
に
市
か
ら
送
付
さ

れ
て
く
る
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ

の
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
引
き
続

き
受
給
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
と
6
月
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●	

そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
し
た
場
合
や
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
な
ど
は
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■	

問
合
せ
先

稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
３
４
０
０
）

夏
休
み
児
童
ク
ラ
ブ

　

入
所
者
お
よ
び
指
導
補
助
員
の
募
集

◇ 

入
所
者
の
募
集

夏
休
み
期
間
、
就
労
な
ど
で
家

族
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
を
対

象
に
入
所
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
児
童
：
家
族
（
祖
父
母

も
含
む
）
が
就
労
し
て
い
る
児

童●
開
設
時
間
：
午
前
８
時
〜
午

後
６
時
20
分

●
保
育
負
担
金
：
７
０
０
０
円

●
ク
ラ
ブ
費
：
２
０
０
０
円
〜

４
０
０
０
円

●
申
込
手
続
き
：
入
所
の
ご
案

内
お
よ
び
申
込
書
類
は
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は

児
童
福
祉
課
）
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

受
付
期
間
：
６
月
３
日（
月
）

〜
14
日
（
金
）
の
平
日　
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

受
付
場
所
：
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
児
童
福

祉
課
）

■
注
意
事
項

就
労
証
明
書
な
ど
の
証
明
書

は
65
歳
以
下
の
方
の
全
員
が
必

要
で
す
。

江
戸
崎
地
区
・
柴
崎
地
区
は
、

定
員
を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
第
２
希
望
お
よ

び
第
３
希
望
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

◇	

指
導
補
助
員
の
募
集

市
内
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
期

期
間
の
指
導
補
助
員
を
募
集
し

ま
す
。夏
休
み
期
間
で
す
の
で
、

特
に
学
生
の
方
（
高
校
卒
業
以

上
）
で
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
遊
べ
る
健
康
な
方
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●
募
集
人
数
：
30
名
程
度

●
勤
務
日
：
週
３
日
〜
５
日

（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

●
勤
務
時
期
：
７
月
〜
９
月
の

間
で
希
望
す
る
時
期

●
勤
務
時
間
：
午
前
８
時
〜
午

後
６
時
30
分
（
ま
た
は
こ
の
内

の
５
時
間
程
度
）

●
資
格
等
：	

子
ど
も
が
好
き

で
熱
意
の
あ
る
お
お
む
ね
55
歳

ま
で
の
方

年	齢	区	分 所得制限以下の受給者 所得制限を超えた受給者

0歳〜 3歳未満 月	額　15,000円（一律）

月	額　5,000円（一律）3歳〜小学校修了前 第1子・第2子　月	額　10,000円
第3子以降								月	額　15,000円

中　学　生 月	額　10,000円（一律）

●	児童手当の支給内容

扶養親族等の数 所得制限限度額

１　人 ６６０万円

２　人 ６９８万円

３　人 ７３６万円

●	所得制限

●
賃
金
：
時
給
８
１
０
円
（
交

通
費
有
り
）

申
込
み
：
６
月
21
日（
金
）ま

で
に
児
童
福
祉
課
へ
臨
時
職
員

履
歴
書（
児
童
福
祉
課
に
あ
り
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
結
果
：
７
月
12
日（
金
）

ま
で
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

■	

問
合
せ
先

稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
３
４
０
２
）

住
ま
い
の
耐
震
診
断（
無
料
）

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

市
で
は
、「
安
心
・
安
全
で
無
駄

の
な
い
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
ろ

う
」の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、大

▼
対
象
住
宅
：
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造

住
宅
（
持
ち
家
）　

▼
募
集
件

数
：
20
戸　
▼
診
断
費
用
：
無

料　
▼
募
集
期
間
：
６
月
３
日

（
月
）
〜
9
月
30
日
（
月
）　
▼

申
込
書
配
布
お
よ
び
申
請
先
：

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
東
庁
舎

は
都
市
計
画
課
）

■	

注
意
事
項

・
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
半

壊
以
上
の
判
定
を
受
け
て
い
な

い
も
の
が
対
象
で
す
。

・
耐
震
補
強
の
施
工
方
法
な
ど

精
密
診
断
は
対
象
外
で
す
。

・
悪
質
な
業
者
の
勧
誘
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
市
が
派
遣
決
定
通
知
を
受
け

取
ら
れ
た
方
以
外
の
お
宅
に
耐

震
診
断
士
を
派
遣
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
派

遣
さ
れ
た
耐
震
診
断
士
は
、
営

業
活
動
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■	

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
８

７（
直
通
）

地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら

平
成
27
年
度
ま
で
「
木
造
住
宅

耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
が
、
目
視
や
聞
き
取

り
に
よ
る
診
断
を
行
い
耐
震
補

強
が
必
要
か
ど
う
か
を
無
料
で

判
定
し
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
無
料
駆
除

　
駆
除
は
お
早
め
に

市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
に

限
り
業
者
に
委
託
し
、
駆
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。初
期
段
階
で

の
駆
除
は
比
較
的
容
易
に
出
来

ま
す
の
で
、
定
期
的
に
家
の
周

り
（
軒
下
な
ど
）
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。初
期
段
階
で
の

巣
の
形
は
、
と
っ
く
り
状
の
形

（
写
真
）を
し
て
い
ま
す
。

■
注
意
事
項

・
巣
の
確
認
が
で
き
な
い
も
の
、

ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
巣
に
つ
い

て
は
駆
除
し
ま
せ
ん
。

・
巣
を
見
つ
け
た
り
、
探
し
た

り
す
る
業
務
は
し
ま
せ
ん
。

・
ハ
チ
が
部
屋
な
ど
で
飛
ん
で

い
る
、
数
匹
い
る
と
い
う
だ
け

で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

・
危
険
で
特
殊
な
場
所
は
、
一

部
自
己
負
担
が
伴
い
ま
す
。例

と
し
て
、
高
所
、
エ
ア
コ
ン
室

外
機
内
、
大
工
さ
ん
の
仕
事
が

必
要
な
場
所
。

・
居
住
用
（
店
舗
併
用
）
住
宅
に

限
り
ま
す
。

■	

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

△	初期段階の巣

広報5月号（15ページ）に掲載しました、「平成
25年度慰霊巡拝事業」実施予定期間の一部に
誤りがありましたので、お詫び申し上げ訂正い
たします。
　誤
　 派遣地域 実施予定期間 実施期間
１ クラスノヤル

スク地方
8月20日（火）
〜8月25日（日） 6日間

５ モンゴル 9月1日（日）
〜9月7日（土） 7日間

　正
　 派遣地域 実施予定期間 実施期間
１ クラスノヤル

スク地方
8月19日（月）
〜8月25日（日） 7日間

５ モンゴル 9月2日（月）
〜9月7日（土） 6日間

お詫びと訂正



国
民
年
金
保
険
料
の

　

免
除
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

人
の
た
め
に
、
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

①	

全
額
免
除
・
一
部
免
除

制
度

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の

前
年
所
得
（
１
月
か
ら
６
月
ま

で
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は
前
々

年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
に
な
り
ま
す
。

②	

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
30
歳
未
満
の
方
で
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
（
１
月
か
ら

６
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場
合

は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

③	

学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
の

所
得
（
１
月
か
ら
３
月
ま
で
に

申
請
さ
れ
る
場
合
は
前
々
年
所

得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

★	

①
〜
③
の
期
間
は
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。（
一
部
免
除
に
つ

い
て
は
、
一
部
免
除
保
険
料
を

納
付
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。）

★	

②
、③
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に

は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

★	

将
来
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
、
①
〜

③
の
期
間
に
つ
い
て
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。

　
免
除
、
猶
予
、
特
例
を
承
認

す
る
際
に
は
、
前
年
の
所
得
な

ど
が
基
準
と
な
り
ま
す
。所
得

は
正
し
く
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
免
除
と
な
っ
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
一
定
期
間
を
経

過
し
て
か
ら
保
険
料
を
追
納
す

る
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め

の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■	

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
１
３
）

労
務
関
係
無
料
相
談
会
を
開
催

　

社
会
保
険
労
務
士
が
お
受
け
し
ま
す

市
民
の
皆
様
や
市
内
企
業
の
、

労
使
関
係
ト
ラ
ブ
ル
（
雇
用
、

解
雇
、就
業
規
則
、休
日
・
休
暇
、

セ
ク
ハ
ラ
、パ
ワ
ハ
ラ
、賃
金
、

労
災
・
年
金
な
ど
労
働
問
題
全

般
）
に
関
す
る
無
料
相
談
を
社

会
保
険
労
務
士
が
お
受
け
し
ま

す
。

　
「
働
い
た
の
に
お
給
料
が
も

ら
え
な
い
…
」「
セ
ク
ハ
ラ
を

受
け
た
ん
だ
け
ど
…
」「
年
金

を
収
め
た
の
に
納
付
額
が
少
な

い･･･

」「
就
業
規
則
を
変
更
し

て
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
り

た
い
…
」
な
ど
、
事
業
主
や
従

業
員
の
皆
様
が
抱
え
る
職
場
で

の
ト
ラ
ブ
ル
・
お
悩
み
の
相
談

や
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
：
６
月
25
日
（
火
）

（
場
所
：
江
戸
崎
公
民
館
）、
７

月
23
日（
火
）（
場
所
：
江
戸
崎

公
民
館
）
▽
時
間
：
午
前
９
時

30
分
〜
正
午　
▽
対
象
：
市
内

企
業
経
営
者
お
よ
び
勤
務
す
る

方
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど　

▽
相
談
料
：
無
料

※	

開
催
日
当
日
の
電
話
相
談

も
お
受
け
し
ま
す
。（
江
戸
崎

公
民
館　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
４
１
１
０
）

■	

問
合
せ
・
予
約
受
付
先

稲
敷
市
商
工
観
光
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
６
０
４
）

トピックストピックス

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
の

　

お
知
ら
せ

身
体
、
知
的
、
ま
た
は
精
神
に

障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
児
童
の
父
母
、
ま

た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
手
当
は
、
本
人
・
家
族

か
ら
の
申
請
が
な
い
と
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。認
定
に
な
っ
た
場

合
は
申
請
し
た
翌
月
か
ら
手
当

支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●	

支
給
対
象　

身
体
、
知
的
、
ま
た
は
精
神
に

障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
家
庭
に
お
い
て
介
護
し
て
い

る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
。

●	

支
給
額

・
児
童
１
人
に
つ
き

１
級　
５
０
４
０
０
円（
月
額
）

２
級　
３
３
５
７
０
円（
月
額
）

※	

1
級
は
身
体
障
害
手
帳
１
・

２
級
程
度
ま
た
は
療
育
手
帳

Ⓐ
・
Ａ
程
度
、
２
級
は
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
程
度
ま
た
は
療

育
手
帳
Ｂ
程
度

●	

支
給
日

年
３
回	（
４
月
、８
月
、11
月
）

●	

認
定
請
求

社
会
福
祉
課
で
請
求
手
続
き
を

し
、
県
知
事
の
認
定
を
受
け
た

後
支
給
に
な
り
ま
す
。

❖	

提
出
書
類
：	

①
認
定
請

求
書　
②
診
断
書　
③
戸
籍
謄

（
抄
）
本　
④
住
民
票
（
家
族
全

員
分
）　
⑤
身
体
・
療
育
手
帳

写
し　
⑥
通
帳
写
し
（
表
紙
お

よ
び
カ
ナ
表
示
部
分
）

■	

所
得
状
況
届
に
つ
い
て

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
８
月
初

旬
に
所
得
状
況
届
の
用
紙
を
送

付
し
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
に
よ
り
、
８
月
分
以
降

の
手
当
の
支
給
が
決
ま
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
送
付
の
際
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

■	

所
得
に
よ
る
支
給
制
限

本
人
、
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は

扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が

そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以
上
あ
る
場

合
は
、
手
当
の
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
（
新
利
根
庁
舎
）　

☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
０
０
）

児童を監護しなくなった場合や
児童が福祉施設などに入所した
場合など、支給要件に該当しな
くなったとき。

資格喪失届

児童の障害認定期間（有期）が到
来するとき。この場合は届出通
知を送付します。

障害状況届

住所を変更したとき、支給要件
に該当する児童が増えたとき、
児童の障害の程度に変化があっ
たとき。

その他の届

※ こんなときは手続きが必要になります。

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
実
態
調
査

　

６
月
下
旬
か
ら
7
月
中
旬

経
済
産
業
省
で
は
、
稲
敷
市
で

「
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
実
態
調

査
」を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
う
ち
、
経
済
産
業
省

が
指
定
す
る
特
定
の
業
種
の
活

動
状
況
お
よ
び
経
営
の
現
状
を

調
べ
、
行
政
施
策
の
基
礎
資
料

と
す
る
も
の
で
す
。６
月
下
旬

か
ら
７
月
中
旬
に
調
査
対
象
と

な
る
事
業
所
へ
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、調
査
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
事
業
所
に
迷
惑

が
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■	

問
合
せ
先

茨
城
県
企
画
部
統
計
課
物
価
家

計
担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１

︲
２
６
６
１

笹本石材（株）創業１４３周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４３周年

広報稲敷平成25年6月号　1011　広報稲敷平成25年6月号



トピックストピックス

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

　ENGLISH IS THE FUTURE
　　　　地元で英語を習ってみませんかＩ♥ ENGLISH

・「苦手」な方も楽しくできる会話
・TOEFL、TOEIC、英検、留学
 海外旅行、転職の準備
・教員・会社員のスキルアップ講習
 （職場、ご自宅にも出張可能）

・1才からの幼児ENGLISH（土曜日の午後）
・便利な10回チケット（別途費用なし）
・ご要望、ご予算とレベルに合わせたマイペ
 ースガイダンスで不安なく続けられます
・1回＝60分 500～4,000円（プランによる）

お問合せ： 江戸崎外国語センターで（検索） tel.029-892-3526（ドリス）

※ 随時体験レッスンはお気軽にどうぞ。ドイツ語、翻訳、通訳、国際交流、
　 ライフスタイルなどもご相談ください。（日本語O.K）

電気は買う時代から売る時代にチェンジ！！
太陽光発電システム一式 工事代

□平成4年創業 20年の実績（全メーカー取扱い）
株式会社 アイアイエス

〔本社〕旭市鎌数8550-1

見積り、相談無料 株式会社アイアイエス エコ

9つのBIG特典
キャンペーン中！！
詳しくはHPで要チェック！

9つのBIG特典
キャンペーン中！！
詳しくはHPで要チェック！

0120-86-24-86 090-3475-7500
稲敷市受付センター

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：5千円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2400）

広報稲敷平成25年6月号　1213　広報稲敷平成25年6月号

稲
敷
市
介
護
予
防
事
業

　

元
気
に
楽
し
く
生
活
で
き
る
お
手
伝
い
を

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
が
、

「
元
気
に
楽
し
く
生
活
で
き
る
」

お
手
伝
い
を
、
い
こ
い
の
プ
ラ

ザ
を
拠
点
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、『
歯
っ
ぴ
い
お
口

教
室
』を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、
楽
し
く
お
い
し

く
食
べ
、
そ
し
て
お
口
を
病
気

の
入
口
に
し
な
い
た
め
に
、
ぜ

ひ
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

・	

日
程
：
全
6
回（
左
表
）

・
時
間
：
午
前
10
時
〜
11
時
30

分

・	

会
場
：
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ

（
送
迎
は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
）

・	

対
象
者
：
市
内
在
住
の
65
歳

以
上
の
方

・	

参
加
費
：
無
料

・	

ス
タ
ッ
フ
：
歯
科
衛
生
士
・

保
健
師

・	

申
込
定
員
：
15
名

・	

申
込
期
間
：
６
月
14
日（
金
）

ま
で
に
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■	

申
込
み
・
問
合
せ
先

い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　
☎
０
２
９

７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

初
歩
か
ら
の
古
文
書
講
座

　
受
講
生
募
集

新
入
生
に
寄
贈

　
防
犯
笛
、安
全
傘
な
ど

生
ご
み
処
理
容
器
等
の

　

購
入
費
一
部
補
助
制
度

稲
敷
市
内
に
残
る
古
文
書
を
テ

キ
ス
ト
に
し
て
、
内
容
を
読
み

解
い
て
い
き
ま
す
。

　

身
近
に
あ
る
古
文
書
か
ら
、

当
時
の
生
活
や
考
え
方
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
の
方
が
対
象
で
す
。ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
開
講
日
時
：
７
月
14
日（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

	

（
毎
月
第
２
日
曜
日　
※
月
に

よ
り
変
更
あ
り
）

▽
会
場
：
稲
敷
市
立
図
書
館
２

階
会
議
室

▽
対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
優
先

交
通
安
全
や
防
犯
対
策
な
ど
を

目
的
に
、
市
内
の
小
中
学
校
新

入
生
に
各
団
体
・
企
業
か
ら
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、生
ご
み
処
理
容
器
等（
機

械
式
・
容
器
式
）
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
て
お
り
ま
す
。

●	

補
助
金
交
付
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
そ
の

住
所
地
に
設
置
可
能
な
方

○
発
生
し
た
堆
肥
を
住
所
地
内

で
処
理
で
き
る
方

○
同
一
世
帯
に
市
税
の
滞
納
者

が
い
な
い
方

○
ご
み
の
減
量
化
に
協
力
で
き

る
方

○
過
去
に
機
械
式
お
よ
び
容
器

式
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

▽
申
込
方
法
：
資
料
館
に
電
話

で
申
込

▽
定
員
：
10
名
程
度

▽
受
講
料
：
無
料

■	

申
込
み
・
問
合
せ
先

稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆	

小
学
校
１
年
生
へ

○
防
犯
笛
（
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
株
式
会
社
）

○
反
射
材
付
安
全
傘
・
下
敷
き

（
稲
敷
市
交
通
安
全
母
の
会
）

○
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
（
株
式
会

社
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
、
株
式
会
社
損
害
保
険

ジ
ャ
パ
ン
、
明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社
、
第
一
生
命
保
険

株
式
会
社
）

○
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
（
茨
城
県

石
油
業
協
同
組
合
）

◆	

小
・
中
学
校
１
年
生
へ

○
学
校
用
集
金
連
絡
袋
（
株
式

会
社
学
協
社
）

◆	

中
学
校
１
年
生
へ

○
蛍
光
反
射
タ
ス
キ
（
稲
敷
地

区
交
通
安
全
協
会
）

方●	

補
助
金
の
額

①
機
械
式
＝
購
入
額
の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
た
だ
し
、

限
度
額
は
３
０
０
０
０
円
）

②
容
器
式
＝
購
入
額
の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
た
だ
し
、

限
度
額
は
５
０
０
０
円
）

※
当
該
金
額
に
１
０
０
０
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
、
そ
の

端
数
を
切
り
捨
て
た
額

■	

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

リ
コ
ー
ル
情
報
が
出
て
い
る
製

品
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

発
煙
、
発
火
の
恐
れ
、
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る

製
品
、
ま
た
は
不
具
合
の
あ
る

製
品
に
つ
い
て
、
メ
ー
カ
ー
で

は
回
収
、
無
償
修
理
や
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
２
月
に
長
崎
県
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
で
起
き
た
火
災
死

亡
事
故
の
原
因
は
、
メ
ー
カ
ー

が
既
に
回
収
を
呼
び
か
け
て
い

た
加
湿
器
が
原
因
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
も

の
、
長
年
使
わ
ず
置
い
た
ま
ま

の
も
の
が
リ
コ
ー
ル
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
か
、
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
消
費
者
庁
の
リ
コ
ー
ル
情
報

サ
イ
ト
で
は
住
居
品
や
車
両
、

家
電
品
な
ど
様
々
な
分
野
の
情

報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
コ
ー
ル
対
象
製
品

で
は
な
い
場
合
で
も
、
永
年
使

用
し
て
い
る
と
、
経
年
劣
化
や
、

手
入
れ
が
不
十
分
で
発
火
が
起

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。特
に

古
い
家
電
品
や
ガ
ス
器
具
は
点

検
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
日
時
：
月
・
水
・
木
・

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※	

相
談
員
が
不
在
の
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
来
所
の
際
は

あ
ら
か
じ
め
お
電
話
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■	

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５（
直
通
）

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

リ
コ
ー
ル
対
象
製
品
に
注
意

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

日	に	ち 内　　　容

6月21日（金）		楽しくお口の
　	　　体操をしよう！

6月28日（金）		むせずにおいしく
	　　　　　食べよう！

7月12日（金）		お口の渇きを
	　　　　改善しよう！

7月26日（金）		お口から肺炎
	　　　　予防しよう！

8月9日（金） 		入れ歯を
	　　長持ちさせよう！

8月23日（金）		質問コーナー　
	　　　　・まとめ

○ 日程と内容（全6回コース）

△	五人組前書條々



informationくらしと情報 informationくらしと情報

酒
類
販
売
管
理
協
力
員

の
募
集
に
つ
い
て

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
コ
ン

ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ
の
買

い
物
の
機
会
を
利
用
し
て
、
お

酒
販
売
の
未
成
年
者
飲
酒
防
止

の
た
め
の
表
示
状
況
等
を
確
認

し
、
税
務
署
に
連
絡
し
て
い
た

だ
く「
酒
類
販
売
管
理
協
力
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）「
平
成
25
年
度
酒
類
販

売
管
理
協
力
員
の
募
集
に
つ
い

て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
水
戸
税
務
署　
酒
類
指
導
官

☎
０
２
９
︲
２
３
１
︲
４
３
２

３
税
務
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
験
資
格
：
平
成
22
年
４
月

１
日
以
降
に
高
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
方
お
よ

び
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見

込
み
の
方　
▽
試
験
内
容
：
高

等
学
校
卒
業
程
度　
▽
受
験
申

込
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
６
月
24
日
〜
７
月
３
日
）、
郵

送
ま
た
は
持
参
（
６
月
24
日
〜

６
月
28
日
）

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る

問
合
せ
：
人
事
院
人
材
局
試
験

課　
☎
０
３
︲
３
５
８
１
︲
５

３
１
１　

そ
れ
以
外
の
問
合

せ
：
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
係　
☎
０
４
８
︲
６

０
０
︲
３
１
１
１
（
土
日
、
祝

日
を
除
く
）

茨
城
県
母
親
大
会 

　
in
守
谷

▽
日
時
：
６
月
23
日（
日
）午
前

10
時
〜　
▽
会
場
：
茨
城
県
立

守
谷
高
等
学
校　
▽
講
師
：
落

合
恵
子　
▽
内
容
：
「
い
の
ち

と
人
権
を	

未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
」

●
茨
城
県
母
親
大
会
実
行
委
員

会　
☎
０
２
９
︲
８
２
４
︲
８

９
４
９

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
強
化
週
間

悩
み
を
持
っ
た
お
子
様
や
保
護

者
の
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

▽
期
間
：
６
月
24
日（
月
）〜
30

日
（
日
）　
▽
時
間
：
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
７
時
ま
で
（
土
・

日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま

で
）　

▽
電
話
番
号
：
０
１
２

０
︲
０
０
７
︲
１
１
０　
▽
相

談
員
：
法
務
職
員
・
人
権
擁
護

委
員

●
水
戸
地
方
法
務
局
、
茨
城
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

市
民
公
開
講
座

の
お
知
ら
せ

第
５
回
市
民
公
開
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
：
薬
に
よ
る
が
ん
治

療　
▽
日
時
：
６
月
15
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時　
▽
場
所
：

土
浦
市
民
会
館　
▽
入
場
料
：

無
料　
※
事
前
申
込
は
不
要
で

す
。

●
総
合
病
院		

土
浦
協
同
病
院	

庶
務
課　
☎
０
２
９
︲
８
２
３

︲
３
１
１
１

歯
の
な
ん
で
も

電
話
相
談

無
料
相
談
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
６
月
２
日（
日
）午
後

２
時
〜
５
時　
▽
受
付
番
号
：

０
２
９
︲
８
２
３
︲
７
９
３
０
、

０
２
９
︲
８
３
５
︲
０
７
３
７

●
茨
城
県
保
険
医
協
会　
☎
０

２
９
︲
８
２
３
︲
７
９
３
０

リ
ウ
マ
チ
医
療

相
談
会

▽
日
時
：
６
月
22
日
（
土
）　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時　
▽
参

加
費
：
無
料　
▽
会
場
：
神
崎

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
千
葉
県
神

崎
町
神
崎
本
宿
96
）　

▽
講

師
：
長
井
仁
美
先
生
（
神
崎
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

●
香
取
社
会
福
祉
協
議
会　
リ

ウ
マ
チ
の
会　
☎
０
４
７
８
︲

５
２
︲
３
３
０
３

自
然
観
察
会

妙
岐
の
鼻
湿
原

湿
地
性
の
植
物
、
鳥
類
、
昆
虫

な
ど
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
６
月
２
日（
日
）　
午

前
10
時
〜
正
午
（
集
合
：
午
前

９
時
45
分
）　

▽
集
合
場
所
：

稲
敷
市
浮
島　
妙
岐
の
鼻
野
鳥

観
察
デ
ッ
キ　
▽
持
ち
物
：
筆

記
用
具
、飲
み
物
、帽
子
、双
眼

鏡
な
ど　
▽
参
加
費
：
無
料　

▽
そ
の
他
：
雨
天
の
場
合
は
６

月
９
日（
日
）に
順
延

●
霞
ヶ
浦
市
民
協
会　
☎
０
２

９
︲
８
２
１
︲
０
５
５
２
（
対

応
時
間
：
火
・
木
・
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

行
政
書
士

無
料
相
談
会

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
６
月
15
日（
土
）、
７

月
20
日
（
土
）　

午
後
１
時
〜

４
時　
▽
会
場
：
江
戸
崎
公
民

館
▽
相
談
内
容
：
相
続
や
遺
言

に
関
す
る
こ
と
／
法
人
設
立
お

よ
び
営
業
許
可
に
関
す
る
こ
と

／
契
約
書
作
成
な
ど

●
茨
城
県
行
政
書
士
県
南
支
部

☎
０
２
９
９
︲
２
６
︲
２
７
５

６
求
人
受
理
説
明
会
開
催

の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
を
対
象
と
す
る
求
人
募

集
・
採
用
に
係
る
取
扱
な
ど
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
５
日
（
水
）　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所
：
取
手
市
役
所　
▽
内

容
：
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の

求
人
か
ら
採
用
に
係
る
取
扱
い
、

公
正
な
採
用
選
考
に
つ
い
て
な

ど●
龍
ケ
崎
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎
）　
新

規
学
校
卒
業
者
担
当　
☎
０
２

９
７
︲
６
０
︲
２
７
２
７

市
長
の
動
向
（
4
月
）

１
日
：
社
会
福
祉
協
議
会
辞

令
交
付
式
／
辞
令
交
付
式
／

庁
議
／
消
防
団
長
辞
令
交
付

／
教
育
委
員
会
辞
令
交
付
式

2
日
：
稲
敷
理
容
組
合
定
期

総
会（
江
戸
崎
公
民
館
）

18
日
：
商
工
会
青
年
部
通
常

総
会

19
日
：
茨
城
県
電
気
工
事
業

工
業
組
合
江
戸
崎
支
部
第
31

回
通
常
総
会

21
日
：
稲
敷
農
協
第
26
回
通

常
総
代
会（
江
戸
崎
公
民
館
）

23
日
：
春
の
地
域
安
全
運
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
美
浦
村
）

／
正
副
区
長
全
体
会
議
（
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

24
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
管
理
者
会
議
／
第
３

回
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組

合
施
設
整
備
検
討
委
員
会

25
日
：
体
育
協
会
常
任
理
事

会（
江
戸
崎
体
育
館
）

27
日
：
第
20
回
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
杯
稲
敷
市
少
年
野
球
大
会

（
桜
川
総
合
運
動
公
園
野
球

場
）
／
桜
川
地
区
体
育
推
進

委
員
会
総
会（
桜
川
公
民
館
）

30
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
東
庁
舎
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

無料結婚相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

ハピネスサポートいなしきでは、無料結婚相談会を開催いたし
ます。気軽にご参加ください。
▽日時：6月23日（日）　午後1時〜4時　▽場所：あずま生涯
学習センター　▽対象者：稲敷市・および周辺の独身男女。年
齢不問　▽その他：申し込みは不要です。当日はご自身のスナ
ップ写真（L版、腰から上の上半身、３か月以内に撮影したもの）
をお持ちください。本人の同意があれば、ご両親の相談も受け
付けます。
●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2601）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：6月19日（水）　午前10時〜正午、午後1時〜3時
　▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC用：市HPから
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　		dir.php?code=444
Twitter での情報発信
アカウント	@inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city
blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

情報配信
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informationくらしと情報informationくらしと情報

6月2日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）tel.029-830-5151
6月9日（日）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
6月16日（日）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 あみ小林クリニック（阿見町）tel.029-888-2200
6月23日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 つじ耳鼻咽喉科クリニック（阿見町）tel.029-801-3387
6月30日（日）	 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 河合内科医院（阿見町）tel.029-843-3301
7月7日（日）	 江戸崎ひかりクリニック（根宿）tel.029-834-5777
	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
7月14日（日）	 いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
7月15日（月）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
7月21日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
7月28日（日）	 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
8月4日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
8月11日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
8月18日（日）	 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
	 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時〜
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火、土曜　午後1時30分〜
太極拳教室	 6月12日（水）午後1時30分〜
梅さんの落語会	 6月17日（月）午前10時30分〜
生花教室	 6月20日（木）午後1時30分〜
料理教室	 6月24日（月）午前10時〜
絵手紙教室	 6月26日（水）午後1時30分〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷市みんなのいこいの広場

市の人口（常住人口）
総人口：44,905人（-108）

　　男：22,233人（-67）

　　女：22,672人（-41）

世帯数：14,822世帯（-9）

※5月1日現在

6月の納税
▽納期限：7月1日（月）
・市県民税：1期
・介護保険料：2期
・国民健康保険税：2期

6月6日（木）	 ふれあいセンター	 弁護士
6月13日（木）	 江戸崎公民館
6月20日（木）	 東庁舎	 弁護士
6月27日（木）	 桜川庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。　※6月20日はありません。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：6月4日（火）、18日（火）　午前10時〜午後4時　▽
場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
▽日時：６月２１日（金）　午後1時〜5時（午前中はグルー
プミーティング実施）　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課		tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：6月26日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：6月26日（水）午後1時30分〜 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

6月18日（火）　江戸崎庁舎／ 6月19日（水）　桜川庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝6月10日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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information放射線（放射能）情報

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg
※地下水および食品関係の（）内は検出限界値
です。
※「不検出」とは「検出限界値未満」であること
を表します。「検出限界値」は測定する材料およ
び条件によって若干の差がでます。

施設名 検体数 放射性ヨウ素 放射性セシウム合計
（放射性セシウム134+137）

江戸崎学校給
食センター 8 検出せず

（<3.90〜5.50）
検出せず

（<12.00 〜 16.50）
東学校給食セ
ンター 9 検出せず

（<3.80〜5.60）
検出せず

（<11.20 〜 17.10）
認定こども園
えどさき 8 検出せず

（<3.90〜7.50）
検出せず

（<12.10 〜 22.10）

桜川保育所 9 検出せず
（<4.20〜6.00）

検出せず
（<12.30 〜 20.00）

桜川地区自校
式給食 8 検出せず

（<4.70〜5.50）
検出せず

（<15.20 〜 16.40）
江戸崎・新利根
つばさ保育園 4 検出せず

（<5.40〜6.10）
検出せず

（<11.20 〜 18.50）

水道水の測定値
■地下水のある浄水場（4月17日）

■阿見浄水場（稲敷市への供給元）

浄水場名 放射性
ヨウ素

放射性セシウム
134 137

江戸崎 不検出
（0.77未満）

不検出
（0.92未満）

不検出
（0.87未満）

東 不検出
（0.94未満）

不検出
（0.87未満）

不検出
（0.85未満）

根本 不検出
（0.70未満）

不検出
（0.51未満）

不検出
（0.56未満）

放射性
ヨウ素

放射性セシウム
134 137

4月8日 不検出 不検出 不検出

4月1日 不検出 不検出 不検出

3月22日 不検出 不検出 不検出

給食放射性物質測定結果（4月1日〜30日）

※翌日に使用する給食食材の中から、1品を選び放射性物質の測定
をしています。

品　目 検体数 放射性ヨウ素 放射性セシウム合計
（放射性セシウム134+137）

たけのこ 23 検出せず
（<6.84〜13.50）

検出せず（＜22.8）
〜132.50

たけのこ（ゆで） 8 検出せず
（＜5.78〜10.70）

検出せず（＜14.00〜17.4）
〜117.10

フキ 6 検出せず
（＜5.81〜9.03）

検出せず
（＜18.6〜29.8）

原木しいたけ 3 検出せず
（＜7.48〜14.20）

検出せず（＜26.1）
〜182.9

白米 1 検出せず
（＜6.17）

検出せず
（＜20.1）

こんにゃく 1 検出せず
（＜6.59）

検出せず
（＜21.2）

よもぎ 1 検出せず
（＜13.30）

検出せず
（＜43.9）

ぜんまい 1 検出せず
（＜13.2） 116.00

ごぼう 1 検出せず
（＜8.52）

検出せず
（＜28.80）

にんじん 1 検出せず
（＜6.90）

検出せず
（＜22.30）

メロン 1 検出せず
（＜6.62）

検出せず
（＜21.5）

食品放射性物質測定結果（4月1日〜30日）
▪ 食品中の放射性物質に係る
新基準値（平成24年4月1日より）

品　目 （Bq/㎏）

放射性
セシウム

飲料水 10
牛乳 50
乳児用食品 50
一般食品（上記以外）100

※一部の食品には経過措置があります。

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放
射能の測定を無料で行っています。貸出を希望
する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎は放射線対
策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、
生活環境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話に
て事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能
測定を行っています

※各浄水場の検査は月1回実施します。

information放射線（放射能）情報

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G中央 50cm 0.072	
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.096
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.125	
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.091	
高田小学校 校庭中央 50cm 0.089	
根本小学校 校庭中央 50cm 0.082
柴崎小学校 校庭中央 50cm 0.068
太田小学校 校庭中央 50cm 0.084	
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.099	
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.059	
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.096	
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.087
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.064
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.107	
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.067	
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.106	
新利根中学校 校庭中央 1m 0.102	
桜川中学校 校庭中央 1m 0.102	
東中学校 校庭中央 1m 0.109	
認定こども園えどさき
（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.108	
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.117	
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.083	
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.080	
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.089	
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.092

各体育施設、公園（5月8日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設
（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.150	
高田コミュニティーセンター
（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.160	

江戸崎総合運動公園
野球場 1m 0.140	
多目的G 1m 0.150	
テニスコート 1m 0.160	

沼田野球場 野球場 1m 0.170	
江戸崎給食C脇 野球場 1m 0.150	

新利根総合運動公園

野球場 1m 0.110	
多目的G 1m 0.200	
多目的広 1m 0.150	
遊戯施設 50cm 0.190	
テニスコート 1m 0.150	

桜川総合運動公園

野球場 1m 0.100	
多目的G 1m 0.190	
遊戯施設 50cm 0.180	
テニスコート 1m 0.190

浮島運動広場 多目的G 1m 0.100
東グラウンド 野球場 1m 0.140	

白鷺球場 野球場 1m 0.130	
遊戯施設 50cm 0.120	

リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.140	
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.160	
堂前公園 公園中央 50cm 0.110	
和田公園 公園中央 50cm 0.100	
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.180	
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.100	
三次親水公園 公園中央 50cm 0.150	
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.150	
大利根東公園 公園中央 50cm 0.110	
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.090	

各小・中学校、幼稚園（4月30日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき
（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.100	
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.093	
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.077	
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.071	
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.063	
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.095	

各保育所（園）など（5月8日）

各保健施設（5月8日）
施設名称 測定地 高さ 測定値

ふれあいセンター 玄関前 50cm 0.112	
江戸崎保健センター 玄関前 50cm 0.115
桜川保健センター 玄関前 50cm 0.113	
東保健センター 玄関前 50cm 0.116	

各庁舎駐車場の測定値
江戸崎 新利根 桜川 東

4月22日 0.143 0.134 0.130 0.120
4月8日 0.146 0.148 0.090 0.130
3月25日 0.133 0.116 0.080 0.120
3月11日 0.143 0.134 0.160 0.110
2月25日 0.136 0.133 0.120 0.140
2月12日 0.143 0.150 0.120 0.140
1月28日 0.136 0.120 0.110 0.120

※公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、江
戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊戯施設、桜
川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコート）につきまし
ては、除染を実施しました。

※掲載している検体の品目および検体数につきましては、食品放射性
物質の測定を希望された方の測定結果であり、その食品全般の測定結
果を示すものではありません。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取場所など
の詳細、ご相談については、放射線対策室（tel.029-892-2000　内線
4406）にお問い合わせください。
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１ 

２
０
１
３
稲
敷
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
開
催

４
月
21
日
、
稲
敷
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
残
念
な
が
ら
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
変
え
、
城
之
内
早
苗
さ
ん
、

西
方
裕
之
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。そ
れ
で
も
、
足
下
の
悪
い
中
た
く
さ
ん
の
皆
様
が
来
場
さ

れ
、
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
会
場
は
お
二
人
の
歌
声
や
話
に
お
お

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
和
田
公
園
の
30
種
・
約
20
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
は
、
４

月
12
日
頃
に
満
開
を
む
か
え
、
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
っ
た
花

は
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

２ 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
北
関
東
大
会
出
場
へ

４
月
20
日
と
27
日
、
日
立
市
民
球
場
お
よ
び
常
陸
大
宮
市
民
球

場
に
お
い
て
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
茨
城
県
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
北
関
東
大
会
へ
の
代
表
決
定
戦
に
お
い
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ

ー
ル
ズ
は
全
鹿
嶋
野
球
倶
楽
部
に
５
対
０
で
勝
利
し
、
６
月
29

日
か
ら
栃
木
県
足
利
市
で
始
ま
る
北
関
東
大
会
へ
の
出
場
権
を

得
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、多
く
の
方
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

３ 

第
11
回
あ
ず
ま
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン「
田
植
祭
」

５
月
３
日
、
あ
ず
ま
米
産
地
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
あ
ず
ま
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
田
植
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
植
祭
に
は
首
都
圏
の
消
費
者
、
地
元
児
童
、
生
産
者
の
約

２
５
０
名
が
参
加
し
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
水
田
で
、
生
産
者
の

指
導
の
も
と
田
ん
ぼ
の
泥
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
楽
し
く
田

植
を
体
験
し
ま
し
た
。

1-a

3-a3-b3-c

6-a

6-b

1-b1-c

５ 2-c 2-b 2-a

4

で・き・ご・と
3-5月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）

４ 

笑
遊
こ
い
の
ぼ
り
祭

４
月
23
日
〜
５
月
12
日
ま
で
、「
笑
遊
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
み

な
さ
ん
の
協
力
で
、「
こ
い
の
ぼ
り
祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
雛
さ
ま
と
は
違
っ
た
勇
ま
し
い
兜
飾
り
や
五
月
人
形
、
今
は

あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
が
飾
ら
れ
、

懐
か
し
さ
と
勇
壮
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。取
材
に
伺
っ
た
日

は
、
江
戸
崎
保
育
園
の
園
児
達
が
訪
れ
、
五
月
飾
り
を
見
た
り

大
き
な
鯉
の
ぼ
り
の
中
を
く
ぐ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
楽
し
く

見
学
を
し
ま
し
た
。

５ 

江
戸
崎
地
区
更
生
保
護

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所
式

４
月
５
日
、
桜
川
庁
舎
に
お
い
て
、
江
戸
崎
地
区
更
生
保
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
稲
敷
市
、阿
見
町
、美
浦
村
で
構
成
す
る「
江
戸
崎
地
区
保
護

司
会
」（
遠
藤
守
会
長
）
の
活
動
拠
点
と
な
る
「
江
戸
崎
地
区
更

生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
４
月
１
日
に
開
所
。更
生
保

護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
所
は
県
内
で
５
番
目
と
な
り
、
保

護
観
察
対
象
者
と
の
面
接
や
犯
罪
・
非
行
問
題
に
関
す
る
相
談
、

非
行
予
防
活
動
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

６ 

全
国
中
学
空
手
道
選
抜
大
会

３
月
28
〜
30
日
、
北
海
道
北
広
島
市
に
お
い
て
、
文
部
科
学
大

臣
旗
争
奪
は
ま
な
す
杯
第
７
回
全
国
中
学
空
手
道
選
抜
大
会
が

開
催
さ
れ
、
東
中
学
校
の
木
内
茜
里
さ
ん
（
３
年
生
＝
６-

ａ
）

と
水
飼
日
夏
乃
さ
ん
（
２
年
生
＝
６-

ｂ
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
２
人
と
も
県
代
表
と
し

て
大
健
闘
し
ま
し
た
。



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て
		　

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

つばさ・ひまわり
いちご狩り体験♪
楽しかったね！
美味しかったね！

あいアイ
“親子体操講座”
楽しくて足がどんど
ん進んだね！！
（サーキットの様子）

こうだ
お天気の良い日は
外で元気いっぱい！

　　　成人健診のお知らせ

　　　茨城県不妊治療費助成のご案内（竜ヶ崎保健所）

健康維持のために1年に1回は健診を受けましょう。
予約期間にふれあいセンターまで、電話か来所にてお申し込みください。
◆総合健診

会　　場 健　　診　　日 予　約　日

ふれあいセンター 8月4日（日）・5日（月）・6日（火） 6月24日（月）・25日（火）

＊胃がん検診、腹部超音波検査をご希望の方は総合健診でお申込ください。（40歳以上の方が対象となり、保険種別は問いません。）
＊国民健康保険にご加入の40歳以上の方を対象に特定健康診査（身体計測・血液検査・尿検査・心電図・眼底検査）を無料で
行います。
＊19歳〜39歳を対象に生活習慣病予防健診、75歳以上の方を対象に高齢者健康診査を行います。
＊社会保険のご加入の被扶養者の方についても、特定健康受診券をお持ちの方は上記日程で受診することができます。各医
療保険者（協会けんぽ、健康組合、共済組合）にお問い合わせください。（一部負担金あり）
◆婦人科検診
◎下記健診の予約日時　6月18日（火）・19日（水）　8時30分〜午後5時15分

会　場 検　診　日 健　診　内　容 料　金

江戸崎保健センター
7月25日（木）・26日（金）・
28日（日）・30日（火）
8月30日（金）

子宮がん健診（20歳以上） 500円

乳がん検診（超音波）30〜56歳 500円

乳がん検診（マンモグラフィ）40歳以上
※マンモグラフィは2年に1回の検査です

1方向500円
2方向1000円

あそびの広場日程　〜6月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。
（予約不要の行事は、いなしきCOCOLOカフェに掲載中）
【あいアイ】
8日（土）	 ちびっこ運動会
11日（火）	 ママと遊ぼう（お座り〜1歳頃）
18日（火）	 あいアイ広場“新聞で遊ぼう”（1歳〜）
20日（木）	 ベビーマッサージ（３か月以降の赤ちゃん）
26日（水）	 6月生まれ誕生会

【つばさ】
7日（金）	 アロマでリラックス♪サシェ作り
11日（火）	 給食体験（離乳食完了児）
13日（木）	 6月生まれ誕生会＆キューブカレンダー作り
25日（火）	 救命救急講座

【ひまわり】
5日（水）	 6月生まれ誕生会＆父の日カード作り
11日（火）	 給食体験（離乳食完了児）
27日（木）	 エアロビクスでリフレッシュ！

【こうだ】
27日（木）	 手作りおもちゃで遊ぼう
♡	あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　〜 6月分〜
【東保健センター】12日（水）、24日（月）
【桜川保健センター】13日（木）、25日（火）
☆開設時間：午前10時〜午後3時

　　 あ い ア イ
〜 親子でクッキング 〜
親子で楽しく、おやつを作りましょう。
▽日時：7月2日（火）午前10時30分
〜　▽場所：ふれあいセンター調理室
（あいアイ集合）　▽対象：2歳以上の
親子（15組）　▽申込：あいアイへ6
月28日（金）まで

〜 七夕コンサート 〜
歌のお姉さんとピエロが支援センター
にやってくる♪子ども達の大好きな歌
と手遊び、ゲームやバルーン等、親子
で楽しめるスペシャルショーです。　
▽日時：７月2日（火）午前10時15分〜
11時30分　▽場所：ひまわり　

　　 つばさ・ひまわり
〜みんなで人形劇をみよう！〜
人形劇団の方によるバラエティショー
です。
▽日時：6月18日（火）午前10時開演
▽場所：こうだ保育園ホール▽申込：
前日まで

　　 こ う だ

対象となる治療 体外受精、顕微授精
（平成25年4月1日〜平成26年3月31日までに治療が終了した方が対象になります。）

対 	象 	者
＜次の項目にすべて該当する方＞
1　法律上婚姻をしていて、夫及び妻のいずれかが県内に住所を有すること。
2　夫及び妻の前年（1月から5月までに申請については前々年）の所得の合計額が730万円未満であること。
3　指定医療機関で実施した治療であること。

助 	成 	額 1回の治療につき最高15万円（ただし、治療の内容によっては7万5千円まで）
助成回数 5年間で10回（初年度は3回、2年目以降は年2回）

申請書類などの詳細は竜ヶ崎保健所までお問い合わせください。

※	各支援センターは午前９時から午後4時まで予約
なしで遊べます。いつでもお待ちしています♬

※申請は1回の治療が終了した毎に、速やかに手続きをしてください。
●竜ヶ崎保健所　健康増進課　tel.0297-62-2172
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生涯学習

	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
	 	 fax.0297-87-5306

	

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより

「新体操教室」＆「体験！フットサル教室」参加者募集

	夏休みの計画はもうたててあります
か？今年の夏休みは「新体操教室」・「体
験！フットサル教室」の参加者を募集
します。この機会にチャレンジしてみ
ませんか？
■新体操教室（初心者）
▽対象：小学1年生〜3年生
▽日程：8月20日（火）、21日（水）、
22日（木）、27日（火）、28日（水）　
全5回
▽時間：午前10時〜11時30分
▽定員：20人

講演会のお知らせ各野球大会結果

家庭教育学級合同開級式及び講演会を
開催します。
▽期日：6月13日（木）	9時30分〜
11時30分　▽会場：江戸崎公民館大
集会室　▽講話：「子育てと家庭教育」
▽講師：岩瀬良宏先生（元幼稚園長、元
茨城県立筑波高等学校長、元茨城県立
県南生涯学習センター所長）　
未就園児の預かり保育も行います。
お申込など詳細は、各園・学校から連
絡があります。

▽場所：江戸崎総合運動公園　体育館
メインアリーナ
▽参加費：2,000円（全5回分を初日
に徴収）
■体験！フットサル教室
▽対象：小学1年生〜3年生
▽日程：8月11日（日）
▽時間：午前9時30分〜午後0時30
分（3時間）
▽定員：20人
▽場所：新利根総合運動公園　体育館
▽参加費：300円（当日徴収）

■共通事項
受付期間：6月24日（月）〜7月5日
（金）　午前9時〜午後5時　※土、日、
祝日除く
▽申込方法：生涯学習課へ電話または
ファックス
▽運動のできる服装、汗拭き、飲み物、
着替え等は各自で用意してください。
▽その他：定員を超えた場合には抽選
になります。結果は後日全員に通知し
ます。

図書カレンダー  6月

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
	 	 	 	 	 	 	 1
	 2	 3	 4	 5	 6	 7	 8	
	 9	 10	 11	 12	 13	 14	 15	
	 16	 17	 18	 19	 20	 21	 22
	 23	 24	 25	 26	 27	 28	 29	
	 30
江戸崎・新利根・桜川公民館図書室
毎週月曜日、20日〜30日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

森村誠一、「キアズマ」近藤史恵、「軍神
の血脈」高田崇史、「シンクロニシティ」
川瀬七緒、「ニューヨークを探して」岡
田光世、「93番目のキミ」山田悠介、「忘
れられたワルツ」絲山秋子、「光の山」
玄侑宗久、「フロム・ミー・トゥ・ユー」
小路幸也、「スカル・ブレーカ」森博嗣
〜児童書〜
「学研まんがNEW日本の歴史1〜12
巻」、「最新版日本の地理1〜8巻」、「レ
イトン教授とふしぎ！なぜ？科学の話
4年生」、「星空の大研究1〜4巻」、「ひ
まわりと小犬の7日間」、「らくだい魔
女の出会いの物語」、「トリシアは魔法
のお医者さん！！ 5巻」、「まじょ子は
恋のキューピッド」藤真知子

図書館・図書室共通

休館・休室のおしらせ
蔵書点検と図書館システムの入替作業
のため、図書館、公民館図書室を休館・
休室します。ご迷惑をおかけしますが、
ご協力をお願いいたします。
▽期間：6月20日（木）〜7月2日（火）

貸出点数を増やします
長期の休館・休室に伴い貸出点数を増
やしますのでご利用ください。
■本：1人10冊まで
　6月6日（木）〜6月19日（水）
■DVD・ビデオ・CD：1人6点まで
　6月13日（木）〜6月19日（水）

インターネット予約
インターネットの蔵書検索画面から貸
出中の資料に予約を入れることができ
ます。予約をするにはパスワードが必
要になりますので、下記手続きをお願
い致します。
◆パスワードを発行できる人：稲敷在

住、在勤、在学で図書館利用カードを
お持ちの中学生以上の方
◆パスワード発行館：市立図書館、市
内公民館図書室
◆発行に必要な物：図書館利用カード、
身分証明書

市立図書館

映画会　〜6月分〜
▽上映時刻：午後2時〜　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■ブラック・スワン（109分）
▽上映日：1日（土）・2日（日）　
■じてんしゃにのる ひとまねござる

（28分）
▽上映日：8日（土）・9日（日）
■怪盗グルーの月泥棒（95分）
▽上映日：15日（土）・16日（日）

新刊図書
「熱血ポンちゃんから騒ぎ」山田詠美、
「脊梁山脈」乙川優三郎、「童子の輪舞
曲（ロンド）」仁木英之、「深海の夜景」

新刊図書（写真左から）

「夢幻花」東野圭吾（PHP
研究所）
「陽炎の門」葉室麟（講談社）
「棺に跨がる」西村賢太（文
藝春秋）

■稲敷市民軟式野球大会
4月28日、29日の二日間にわたり第
16回稲敷市民軟式野球大会が開催さ
れました。結果は次のとおりです
▽優勝：江戸崎バンディッツ
▽準優勝：パイレーツ
▽MVP：青木利浩（江戸崎バンディッツ）

▽敢闘賞：覚張忠弘（パイレーツ）

▽勝利監督賞：青木利浩（江戸崎バンディッツ）

△浮島ドリームズ

■チューリップ杯
4月27日（土）、桜川総合運動公園野
球場において第20回チューリップ杯
稲敷市少年野球大会が開催されました。
　市内外の20チームが参加し、選手
たちは日頃の練習の成果を発揮しまし
た。（市内上位チーム：第４位浮島ドリ
ームズ）

△江戸崎バンディッツ
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
87
回

　「
稲
敷
」の
名
称
の
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
鴻
野　

伸
夫

わ
が
稲
敷
市
も
合
併
以
来
八
年
目
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。当
時
の

小
学
一
年
生
が
、
今
は
中
学
三
年
生

に
な
り
ま
す
。合
併
の
折
、「
合
併
協

議
会
だ
よ
り
」に
も「
稲
敷
」の
地
名

に
つ
い
て
は
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

あ
ら
た
め
て
考
察
し
、
縁ゆ

か
りの
地
を
訪

ね
て
み
ま
し
た
。

　

新
市
の
名
称
を
決
め
る
に
あ
た
っ

て
は
公
募
で
「
稲
敷
市
」
と
決
ま
っ

た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
す
。も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
は
明
治
時
代
に
お
か
れ

た
稲
敷
郡
か
ら
の
自
然
の
成
り
行
き

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
郡
制
が
制
定
さ
れ
た
時
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
稲
敷
郡
」
と

決
定
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
『
稲
敷
郡
郷
土
史
』に
よ
る
と
、
明

治
二
九
年
に
制
定
公
布
さ
れ
た
「
郡

配
置
及
郡
界
変
更
法
」
に
よ
り
元
信

太
郡
の
一
二
町
村
と
元
河
内
郡
の
一

九
町
村
を
合
わ
せ
て
、
新
た
に
稲
敷

郡
が
置
か
れ
ま
し
た
。し
か
し
、
ど

う
い
う
経
緯
で
「
稲
敷
郡
」
の
名
称

が
付
け
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
の
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　
『
稲
敷
郡
志
』を
見
ま
す
と
、
古
く

か
ら
八
原
村
（
旧
稲
敷
郡
）
八や
し
ろ代
の

東
の
田た
ん
ぼ圃
の
中
に
小
さ
な
祠ほ
こ
らが
あ
り
、

こ
れ
が
稲
敷
神
社
と
称
さ
れ
、
ま
た

筑
波
神
社
と
も
言
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
（
お
社
の
建
物
は
幕
末
、
西
暦

一
八
四
〇
年
代
頃
に
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
よ
う
で
す
）。

　

筑
波
山
の
旧
道
、
つ
く
ば
道
の
中

腹
に
は
飯い
い
な名
神
社
と
い
う
由
緒
あ
る

神
社
が
あ
り
ま
す
。稲
敷
神
社
は
、

そ
の
末
社
と
し
て
八
代
に
祀ま
つ

ら
れ
た

と
い
く
つ
か
の
記
録
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
『
利
根
川
図
志
』
に
、「
稻い
な
し
き
ご
う

敷
鄕
は

今
龍
ヶ
崎
八
代
の
邊
也
。八
代
村
に

稻
塚
と
い
ふ
古
蹟
あ
り
。」
こ
れ
古

風
土
記
に「
…(

中
略
）、其
里
西
、飯

名
社
、
此
こ
れ
す
な
わ
ち
皍
筑
波
岳
所
有
、
飯
名
神

之
別
囑
也
…
（
中
略
）
…
扨さ

て
飯
名

皍
ち
後
、
稻
と
變へ
ん

ぜ
し
も
の
に
て
、

稻
敷
の
名
称
は
飯
名
よ
り
出
で
た
る

も
の
な
り
。後
に
八
代
と
な
れ
る
も

社
の
意
味
に
て
、神
よ
り
地
名
と
な
り

し
な
り
。」
と
あ
り
、『
和
わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

名
類
聚
抄
』

に
も
見
え
る
「
稲
敷
郷
」
の
地
名
の

由
来
に
ふ
れ
、
古
く
か
ら
こ
の
八
代

の
辺
り
が
「
い
な
し
き
の
里
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
が
窺う
か
がえ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
龍
ケ
崎
市
歴
史
民
俗
資

料
館
に
「
稲
敷
神
社
」
の
こ
と
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、『
龍
ヶ
崎
市
内
の
寺

社
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

「
所
在
地
八
代
町
稲
塚
、
祭
神
創
建

年
代
不
明
、
現
在
Ｔ
家
の
屋
敷
内
小

丘
に
鎮
座
、
大
正
一
〇
年
に
倒
壊
、

後
再
建
」

　

同
館
の
説
明
に
よ
る
と
、
現
在
、

稲
敷
神
社
は
私
有
地
内
に
あ
り
、
一

般
方
の
参
拝
は
受
け
付
け
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
こ
で
一
一
月
半
ば
、
本
宮
筋
に

あ
た
る
飯
名
神
社
を
訪
ね
て
み
ま
し

た
。飯
名
神
社
は
筑
波
古
道
の
臼
井

集
落
の
飯
名
岡
に
あ
り
ま
す
。秋
色

深
ま
る
中
に
堂
々
と
し
た
佇た
た
ずま
い
の

社
殿
が
あ
り
格
式
の
高
さ
が
偲
ば
れ

ま
す
。祭
神
は
保う
け
も
ち
の
か
み

食
神
外
三
体
、
筑

波
神
社
の
里
宮
と
し
て
最
古
の
神
社

で
、
食
物
と
子
孫
繁は
ん
え
い栄
の
神
と
い
わ

れ
ま
す
。拝
殿
裏
に
ご
神
体
の
巨
大

な
岩
が
あ
り
、
注し
め
な
わ

連
縄
が
張
ら
れ
頂

上
に
祠
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

拝
殿
側
面
の
由
来
書
に
も
創
建
時

期
に
つ
い
て
『
常
陸
国
風
土
記
』「
信

太
郡
の
条
」
を
引
用
し
て
、
風
土
記

成
立
（
七
二
〇
）
よ
り
古
い
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
と
あ
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
八
代
辺
り
よ
り
利
根
川

に
到
る
一
帯
が
広
い
葦
原
で
鹿
狩
り

の
猟
場
で
「
い
な
し
き
の
里
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。　
　
　
　

　

明
治
初
め
に
は
八
代
付
近
に
旧
官

道
が
通
り
稲
塚
驛え
き
で
ん傅
が
あ
り
、
交
通

の
要
所
だ
っ
た
こ
と
、
当
時
の
信
太

郡
と
河
内
郡
の
中
間
地
で
も
あ
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
、
加
え
て
『
常
陸

国
風
土
記
』、『
利
根
川
図
志
』
な
ど

か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る「
稲
敷
郷
」

の
地
名
を
参
考
と
し
て
「
稲
敷
郡
」

の
郡
名
が
制
定
さ
れ
た
の
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
『
新
編
常
陸
国
誌
』
よ
り

い
な
し
き
の
名
に
ち
な
ん
だ
古
歌
を

紹
介
し
ま
す
。

『
夫ふ
ぼ
く
わ
か
し
ょ
う

木
和
歌
抄
』　

い
な
し
き
の
里　

　
　
　
　
　
　

喜
多
院
二
品
の
皇
子

わ
び
つ
ゝ
も
か
く
て
い
く
夜
を
過
ぎ

ぬ
ら
ん

か
り
ね
な
ら
は
ぬ
い
な
し
き
の
里

い
な
し
き
や
外と
の
も面
の
田
井
に
伏
す
鴫し
ぎ

の
か
く
れ
ぬ
ば
か
り
穭ひ
つ
ち
は
え生に
け
り

　

平
成
の
大
合
併
で
多
く
の
新
し
い

市
町
が
誕
生
し
、
全
国
の
由
緒
あ
る

名
称
が
消
え
て
行
く
中
に
あ
っ
て
、

一
二
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
こ

の
「
稲
敷
」
と
い
う
名
称
を
私
は
誇

り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

公
園
は
何
も
無
け
れ
ど
風
光
る	

坂
本
美
園（
戸
張
）

春
の
星
ぬ
れ
て
居
る
の
は
犬
の
塚	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

て
っ
ぺ
ん
は
空
の
色
な
り
山
桜	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

谷
津
を
守も

る
鶯
の
声
暮
る
る
ま
で	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

お
さ
な
子
の
髪
に
か
ざ
り
し
花
馬
酔
木	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

春
風
に
背
中
押
さ
れ
て
し
ま
い
け
り	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

般
若
寺
の
人
を
集
め
て
江
戸
桜	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

寝
て
起
き
て
又
延
び
て
居
り
柿
若
葉	

石
井
忠（
橋
向
）

さ
く
ら
さ
く
ら
さ
く
ら
吹
雪
の
中
に
佇
つ	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

庭
い
じ
り
爪
に
残
り
し
春
の
土	

宮
本
芳
子（
切
通
）

春
雷
や
東
に
西
に
響
き
合
う	

岡
村
敏
子（
新
山
）

空
家
に
も
春
を
彩
る
庭
が
あ
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

ふ
わ
り
翔
ぶ
口
ば
し
黄
色
雀
の
子	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

雲
流
れ
古
り
し
御
堂
に
降
る
残
花	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

藤
の
香
に
眠
る
や
す
ら
ぎ
阿
城
の
墓	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

牡
丹
の
花
び
ら
数
え
て
み
た
り
し
て	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

晩
春
の
寺
に
美
し
聖
観
音	

富
元
禮
子（
古
渡
）

囀さ
え
ずり
に
耳
を
傾
け
古
寺
を
歩
す	

埜
口
信
子（
阿
波
）

花
藤
や
日
ご
と
色
増
し
枝し

だ垂
れ
け
り	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

ネ
ク
タ
イ
を
一
寸
直
し
て
初
出
勤	

小
貫
和
子（
浮
島
）

翡か
わ
せ
み翠
が
住
ん
で
い
そ
う
な
つ
つ
じ
池	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

つ
つ
じ
寺
秘
仏
を
守
り
花
守
り	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
丘
の
人
出
や
春
の
雲	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

畑
中
に
崩
れ
て
低
き
古
墳
あ
り
遠
世
は
知
ら
ね
土
筆
崩
れ
出
づ	

板
橋
道
子（
福
田
）

園
児
ら
の
目
線
の
高
さ
に
屈
ま
り
て
笑
む
保
育
士
に
子
ら
は
駆
け
寄
る	

小
泉
實（
福
田
）

こ
う
だ
つ
け
、あ
あ
だ
つ
け
か
と
紙
一
枚
く
り
返
し
つ
つ
折
る
鶴
１
羽	

柴
崎
文
子（
町
田
）

見
馴
れ
た
る
里
の
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
き
ら
め
き
止
ま
ず
乙
女
の
ご
と
く	
諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

春
雨
に
散
り
初
む
る
花
の
降
る
よ
う
に
庭
を
染
め
つ
つ
春
は
逝
く
ら
し	
諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

生
ま
れ
た
て
の
柿
の
若
葉
の
そ
よ
ぐ
日
は
何
か
よ
い
事
探
し
に
行
こ
う	

根
本
邦
子（
押
砂
）

交
流
の
絆
つ
な
ぎ
て
花
水
木
異
国
の
土
に
深
く
鍬
打
つ	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

カ
ー
テ
ン
の
蔭
で
冬
越
す
て
ん
と
う
は
菜
花
に
遊
ぶ
夢
見
て
眠
る	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

吹
き
荒
ぶ
南
の
風
に
立
つ
煙
霧
田
越
の
村
は
忽
ち
か
く
る	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

う
か
ら
ら
の
賑
わ
う
席
に
片
言
の
曾
孫
が
い
つ
か
主
役
と
な
り
ゆ
く	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

ご
指
名
を
受
け
て
乾
杯
の
音
頭
取
る
九
十
二
歳
吾
が
声
の
張
り	

根
本
正
直（
門
前
）

田
植
機
の
音
響
か
せ
て
田
の
面も

に
は
小
さ
き
早
苗
立
ち
並
び
た
り	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

ふ
る
さ
と
の
山
は
な
つ
か
し
今
日
も
行
く
選
挙
カ
ー
の
呼
び
声
高
し	

松
本
静
子（
西
町
）

「
が
っ
こ
う
へ
く
ろ
の
ら
ん
ど
せ
る
で
い
き
ま
す
」と
新
潟
の
孫
の
ハ
ガ
キ
の
届
く	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

早
く
咲
き
春
の
嵐
に
早
や
散
り
ぬ
愛
で
る
間
も
な
く
は
か
な
き
桜	

山
本
彰
治（
高
田
）

桜
色
の
マ
ニ
キ
ュ
ア
塗
り
て
出
掛
け
れ
ば
気
持
ち
も
若
く
老
い
な
ど
知
ら
ず	

財
部
睦
美（
光
葉
）

橋
上
の
ト
ラ
ッ
ク
の
音
遠
退
き
て
舟
に
棹
さ
す
初
夏
の
音	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

余
生
と
は
い
つ
よ
り
言
う
か
八
十
の
坂
を
ゆ
つ
く
り
越
え
て
行
き
た
し	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

除
草
剤
散
布
せ
し
あ
と
反
逆
の
声
あ
ぐ
る
が
に
土
筆
が
生
れ
ぬ	

川
村
と
み（
堀
川
）

椎
の
木
を
配
下
に
治
め
藤
の
花
そ
の
紫
を
誇
る
が
に
咲
く	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

憲
法
を
守
れ
と
書
か
れ
し
ド
ラ
ム
缶
蕎
麦
の
畑
に
錆
び
て
久
し
き	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

だ
ぶ
だ
ぶ
の
学
生
服
が
初
々
し
汗
光
ら
せ
て
ペ
ダ
ル
こ
ぎ
行
く	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
） △稲敷神社（写真提供：龍ケ崎市歴史民俗資料館）△飯名神社
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モバイル版HP広報へのご意見を！　市民の皆さんのご意見、ご提案を今後の編集に反映していきたいと思います。
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前回の０から始めるIT 講座では、「コンピューターウイルス」について触れました。今回は今話題のスマート
フォンについて考えてみましょう。便利なスマートフォンですが、携帯電話と同じ感覚で使用していると、思
わぬトラブルに巻き込まれる可能性もあります。

Q：最近「スマホも対応」と表記されているウイルス対策ソフトもあるけ
ど、スマホには盗まれるようなデータとかは特にないよね？

A：それは大きな間違いだよ。「電話帳」があるでしょ？
「電話帳」は大切な個人情報だからウイルス対策ソフトがあるんだ。

Q：なるほど。じゃあ、それをすればばっちりだね。

A：残念ながら、やはりPC と同様にアクセスするサイトやメールなん
かに注意する必要があるよ。それにアプリにも注意が必要だ。

Q：どうしてアプリに注意が必要なの？

A：アプリの種類によっては電話帳や発着信履歴とかの情報をそのアプ
リ経由で収集するものもあるんだ。

Q：データが集められてるの？

・ウイルス対策ソフト（ウイルス対策アプリ）を導入し、常に最新パターンファイルに更新しておく。
・システムやアプリは常にアップデートし、最新の状態を保つ。
・端末自体に設けられた制限を取り外すなど、スマートフォンを改造しない。
・外部に漏れると困るようなデータは保存しない。
・暗証番号を設定し、もし紛失してしまったとしても、他人が勝手に操作できないようにする。

【被害防止策】

A：そうそう。だから、そのアプリで出来ることに収集される情報が本当
に必要かどうかよく考えて、怪しいものはインストールしないことが身
を守ることにつながるよ。


